
①制御装置 1台
②検出器 2本
③台座 2枚
④警報表示灯 1本
⑤赤外線ｾﾝｻ 2個
⑥電池ｹｰｽ 1箱
⑦ｹｰﾌﾞﾙﾌﾟﾛﾃｸﾀ 1本
⑧電源ｹｰﾌﾞﾙ(AC) 1本
⑨電源ｹｰﾌﾞﾙ(DC) 1本
⑩電源ｹｰﾌﾞﾙ(BATT) 1本

⑪検出器ｹｰﾌﾞﾙ 2本
⑫警報表示灯ｹｰﾌﾞﾙ 1本
⑬赤外線ｹｰﾌﾞﾙ 2本
⑭赤外線ｹｰﾌﾞﾙ(二股) 1本
⑮緩衝材 2個
⑯巻尺 1個
⑰水平器 1個
⑱単一乾電池 30本
⑲ﾎﾟﾘ袋

接続端子にﾀｸﾞ番号が付いていない場合は、事前に取付ける。

準備品 完成イメージ

1.1.(2) 展開の手引き 〜ゲートモニタ（ガンマ・ポール）〜 展開目安時間︓約40分／2人作業
（ケース開封〜運用）

配線図

１/３
接続（差込み側、受け側）の同じﾀｸﾞ番号同士で接続する。

１．台座・ケーブルプロテクタの設置
（１）⑯巻尺で設置予定場所の距離を測り約3.5mの間隔で③台

座を左右 に設置（車両進行方向に対し台座のﾋﾝｼﾞが奥側）し、
⑦ｹｰﾌﾞﾙﾌﾟﾛﾃｸﾀを手前に敷設する。

（２）⑰水平器を基に、③台座の四隅についているｱｼﾞｬｽﾀを、
回し、水平調整をする。

２．検出器の接続

（１）②検出器と⑪検出器ｹｰﾌﾞﾙを、同じﾀｸﾞ番号同士で接続
（接続端子の5個の爪を合わせ真直ぐ差し込む）する。

（２）②検出器と③台座の▲印が合うように接続し、両側のﾊﾟﾁﾝ
錠2個を施錠（ﾛｯｸ解除ボタンを押しながら解錠）する。⑪検出
器ｹｰﾌﾞﾙは台座の切欠きに通す。

台座の切欠き

▲印 ﾊﾟﾁﾝ錠 ﾛｯｸ解除ﾎﾞﾀﾝ

⑪

ｱｼﾞｬｽﾀ

左側 右側

右側台座のﾋﾝｼﾞ

約3.5m
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⑪検出器ケーブル

ｹｰﾌﾞﾙ名称
⑧電源ｹｰﾌﾞﾙ(AC) ①制御装置 〜 100Vｺﾝｾﾝﾄ 15 〜  -
⑨電源ｹｰﾌﾞﾙ(DC) ①制御装置 〜 12Vｼｶﾞｰｿｹｯﾄ 16 〜  -
⑩電源ｹｰﾌﾞﾙ(BATT) ①制御装置 〜 ⑥電池ｹｰｽ 17 〜  -

②検出器(Ch1又は2) 〜 ①制御装置 2  〜  3
②検出器(Ch3又は4) 〜 ①制御装置 5  〜  6

⑫警報表示灯ｹｰﾌﾞﾙ ④警報表示灯 〜 ①制御装置 12 〜 13
⑭赤外線ｹｰﾌﾞﾙ(二股) 〜 ⑤赤外線ｾﾝｻ 8  〜  9
⑭赤外線ｹｰﾌﾞﾙ(二股) 〜 ①制御装置 10 〜 11

⑭赤外線ｹｰﾌﾞﾙ(二股) ⑤赤外線ｾﾝｻ 〜 ⑬赤外線ｹｰﾌﾞﾙ

⑪検出器ｹｰﾌﾞﾙ

接続先 ﾀｸﾞ番号

⑬赤外線ｹｰﾌﾞﾙ

7 〜 9 〜 10



４．ケーブルの保護

1.1.(2) 展開の手引き 〜ゲートモニタ（ガンマ・ポール）〜 展開目安時間︓約40分／2人作業
（ケース開封〜運用）

５．警報表示灯の接続

３．赤外線センサの接続

（１）⑯巻尺で検出器手前の距離を測り、検出器から約1mの位
置に⑤赤外線ｾﾝｻ（高さ約50cm）が向き合うようﾀｸﾞ番号
（左側︓8 、 右側︓7 ）を基に 左右 へ設置する。

（２）⑬⑭赤外線ｹｰﾌﾞﾙと⑤赤外線ｾﾝｻを、同じﾀｸﾞ番号同士（7〜
10）で接続（接続端子の1個の爪を合わせ真直ぐ差し込む）し、
接続端子を1/8回転してﾛｯｸする。

（１）通過車両が踏む可能性のある⑪検出器ｹｰﾌﾞﾙと⑬赤外線
ｹｰﾌﾞﾙを⑦ｹｰﾌﾞﾙﾌﾟﾛﾃｸﾀに収納する。

（１）④警報表示灯を設置し、⑫警報表示灯ｹｰﾌﾞﾙの同じﾀｸﾞ番号
同士（12）を接続（5個の爪を合わせ真直ぐ差し込む）する。

感電のおそれがあるため、電源ｹｰﾌﾞﾙは最後に電源（ｺﾝｾ
ﾝﾄ等）へ接続

２/３

２．検出器の接続
（３）③台座の固定ﾈｼﾞ2個を反時計回り（約20周が目安）に回

して完全に緩め、台座の上部を②検出器ごと地面に寝かせる。
検出器と地面の間には、⑮緩衝材を敷く。

台座の固定ﾈｼﾞ 台座の上部 緩衝材

7

8

右側左側

約1m ｹﾞｰﾄﾓﾆﾀ後方の要員に出力結果を伝達するため、警報表示
灯は要員の近く（検出器から約3ｍ以上奥側）に設置。

⑫警報表示灯ｹｰﾌﾞﾙ⑤警報表示灯
13

12

ﾛｯｸ状態⑭⑬

（１）右側 の②検出器近くに①制御装置を設置後、取手横の
ﾛｯｸを上げてから蓋を開き、蓋のｽﾄｯﾊﾟｰを上げる。

（２）制御装置と各種ケーブルを、同じﾀｸﾞ番号同士（3、6、
11、13、14）で接続する。

ﾛｯｸ ｽﾄｯﾊﾟｰ

⑤赤外線ｾﾝｻ ⑤赤外線ｾﾝｻ

⑬赤外線ｹｰﾌﾞﾙ

⑬赤外線
ｹｰﾌﾞﾙ

⑭赤外線ｹ
ｰﾌﾞﾙ(二股)

8 9

7 10 11

左側 右側

通電時は右側の赤外線ｾﾝｻのLEDで動作状況を確認可能

通信成功通信失敗

６．制御装置・電源の接続

（３）使用する電源（AC100Vｺﾝｾﾝﾄ、12Vｼｶﾞｰｿｹｯﾄ、⑥電池ｹｰｽ
に合わせて、ﾀｸﾞ番号（15〜17）のいずれか一つを選択し、
接続（5個の爪を合わせ真直ぐ差し込む）する。

雨天時は①制御装置に大ﾎﾟﾘ袋を被せ、防滴性を補強する。
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2
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⑬赤外線ｹｰﾌﾞﾙ

⑫警報表示灯ｹｰﾌﾞﾙ

②検出器ｹｰﾌﾞﾙ

⑧電源ｹｰﾌﾞﾙ(AC)
（AC100Vｺﾝｾﾝﾄ）

②検出器ｹｰﾌﾞﾙ ⑩電池ｹｰﾌﾞﾙ(BATT)
（⑥電池ｹｰｽ）

⑨電源ｹｰﾌﾞﾙ(DC)
（12Vｼｶﾞｰｿｹｯﾄ）

（ﾀﾌﾞﾚｯﾄ）

⑧ ⑨ ⑩ 電池ｹｰｽ接続端子

（４）選択した電源（AC100Vｺﾝｾﾝﾄ、12Vｼｶﾞｰｿｹｯﾄ、⑥電池ｹｰｽ
に、「電源切替」ｾﾚｸﾀを合わせる。

（２）④警報表示灯の音量ﾎﾞﾘｭｰﾑを軽く回して音量を調整する。

音量大音量小
音量ﾎﾞﾘｭｰﾑ

ｹﾞｰﾄﾓﾆﾀ後方の要員に出力結果を伝達できる、必要最小範
囲の音量に留めておく。

電池切替ｾﾚｸﾀ

例）AC100V電源の場合

⑫

約3m以上
検出器

警報表示灯
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３/３

（３）ﾀﾌﾞﾚｯﾄの電源ﾎﾞﾀﾝを長押しして起動後、ﾀﾌﾞﾚｯﾄ画面上の
「γPole21」をﾀｯﾁし、ｱﾌﾟﾘを起動する。

（２）左右 の⑤赤外線ｾﾝｻの角度を調整し赤外線を通信（右側 の
赤外線ｾﾝｻ上部のLEDが緑色点灯）させる。

（１）「電源切替」ｾﾚｸﾀと電源の接続端子が一致していることを
確認し、電源ｽｲｯﾁを「ON」にする。

７．制御装置の起動

左側 右側 通信成功

例）AC100V電源の場合

起動直後は、起動してから5分間の余熱時間を待つこと。

（４）結果出力後はﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ計数率の画面に自動で戻ること
を確認する。

８．使用前点検の実施

（２）手等で赤外線ｾﾝｻを遮ることで、車両通過時を模擬し、
車両通過時はCh1、3又はCh2、4に「測定中」画面表示、緑ﾗ
ﾝﾌﾟ点滅が出力されることを確認する。

ｹﾞｰﾄﾓﾆﾀは、使用前に警報設定値を設定する必要がある。
「運用の手引き」を参照。

（３）赤外線ｾﾝｻを遮ることを止め、車両通過後を模擬し、次の
いずれかの出力になるか確認する。

①車両通過の3秒後、警報設定値以下の場合はCh1、3又は
Ch2、4に「正常」画面表示、緑ﾗﾝﾌﾟ点灯、音出力(約3秒間)。

②車両通過の3秒後、警報設定値を超えた場合は検知した検出
器Ch1、3又はCh2、4に「異常」画面表示、赤ﾗﾝﾌﾟ点灯、音
出力（約3秒間）。

ﾋﾟﾝﾎﾟﾝ

ﾋﾟﾛﾛﾛ

（４）起動後、Ch1、3又はCh2、4に「準備中」が表示されるた
め、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示値が表示されるまで待機（約1分間）する。

（１）ﾀﾌﾞﾚｯﾄを確認し、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示値が検出器間で同程度である
ことを確認する。

正常に動作しない場合の対応
（１）事象に応じて、以下の対応を試みる。

①ﾀﾌﾞﾚｯﾄの画面が固まって動かない場合
一度ﾀﾌﾞﾚｯﾄのｱﾌﾟﾘを終了し、再度立ち上げる。

②ﾀﾌﾞﾚｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰ残量がない場合
AC電源に切換えて、ﾀﾌﾞﾚｯﾄが充電されるか確認する。

③ﾀﾌﾞﾚｯﾄの画面に数値が表示されない場合
検出器－制御装置間の検出器ｹｰﾌﾞﾙの接続を再確認する。

④ﾀﾌﾞﾚｯﾄ画面に「測定中」が表示されたままの場合
左右に設置されている赤外線ｾﾝｻ同士が通信できているか
確認する。

（２）上記事象に該当しない場合は、検査責任者補佐員に無線・
ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ等を用いて伝達する。

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示値準備中


